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本
年
度
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
中
学
校
社
会
科
・
歴
史
の
教
科
書
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
け
る
日
本
軍
の
「
慰
安 

 

婦
」
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
と
義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
検
定
基
準
（
平
成
元
年
四
月
四
日
・
文
部

省
告
示
第
四
十
三
号
）
と
の
整
合
性
に
つ
き
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

「
第
二
章
各
教
科
共
通
の
条
件
」
に
つ
い
て 

2 

「
二 

選
択
・
扱
い
及
び
組
織
・
分
量
」
に
お
い
て
、
「
（
四
）
図
書
の
内
容
に
、
特
定
の
事
柄
を
特
別
に
強
調
し
過 

 
 

 

ぎ
て
い
た
り
、
一
面
的
な
見
解
を
十
分
な
配
慮
な
く
取
り
上
げ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
。
」
と
さ
れ
て
い 

1 

「
一 

範
囲
及
び
程
度
」
に
お
い
て
、
「
（
三
）
本
文
、
問
題
、
説
明
文
、
注
、
作
品
、
挿
絵
、
写
真
、
図
な
ど
教
科 

 
 

 
 

 

用
図
書
の
内
容
（
以
下
「
図
書
の
内
容
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
学
年
の
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階
に
適
応
し
て 

 
 

お
り
、
そ
の
能
力
か
ら
み
て
程
度
が
高
過
ぎ
る
と
こ
ろ
又
は
低
過
ぎ
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

多
く
は
ま
だ
性
体
験
そ
の
も
の
が
な
い
は
ず
の
中
学
生
に
対
し
、
軍
の
慰
安
婦
と
い
う
極
め
て
難
し
い
「
性
」
の
問
題

を
あ
え
て
教
科
書
で
取
り
上
げ
、
学
校
教
育
の
場
で
教
師
が
教
え
る
こ
と
は
、
右
の
基
準
に
照
ら
し
て
不
適
と
考
え
る 

 

が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 
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「
三 

正
確
性
及
び
表
記
・
表
現
」
に
お
い
て
、
「
（
一
）
図
書
の
内
容
に
、
誤
り
や
不
正
確
な
と
こ
ろ
、
相
互
に
矛 

 
 

 

盾
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
。
」
、
「
（
二
）
図
書
の
内
容
に
、
児
童
・
生
徒
が
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
の
に
困
難
で 

 
 

あ
っ
た
り
、
誤
解
し
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
は
な
い
こ
と
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

東
京
書
籍
、
大
阪
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
の
各
教
科
書
が
使
用
し
て
い
る
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
表
記
は
、

軍
属
の
身
分
を
指
し
示
す
「
従
軍
〇
〇
」
と
い
う
表
現
を
、
戦
後
に
な
っ
て
当
時
の
「
慰
安
婦
」
に
付
加
し
た
通
俗
的
な

用
語
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
各
社
の
記
述
は
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
戦
後
の
通
俗
的
用
語
を
歴
史
用
語
と
し
て
使
用
し
て

い
る
点
で
「
誤
り
」
で
あ
り
、
ま
た
、
慰
安
婦
の
身
分
に
つ
い
て
「
誤
解
し
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
」
と
な
っ
て

い
る
点
で
不
適
と
考
え
る
。 

戦
地
の
み
な
ら
ず
、
内
地
に
お
い
て
も
売
春
が
国
家
公
認
の
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
だ
け
で

な
く
他
国
の
軍
隊
も
同
様
の
事
実
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
捨
象
し
、
戦
前
の
日
本
の
軍
隊
の
慰
安
施
設
だ
け
を
こ
と
さ

ら
に
取
り
立
て
、
現
在
の
価
値
基
準
で
一
方
的
に
批
判
す
る
こ
と
は
、
右
の
基
準
に
照
ら
し
て
不
適
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
問
う
。 

る
。 

四 

 



 

二 

「
第
三
章
各
教
科
固
有
の
条
件
〔
社
会
科
（
「
地
図
」
を
除
く
。
）
〕
」
に
つ
い
て 

「
二 

選
択
・
扱
い
及
び
組
織
・
分
量
」
に
お
い
て
、
「
（
四
）
未
確
定
な
時
事
的
事
象
に
つ
い
て
断
定
的
に
記
述
し
て 

 
 

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

大
阪
書
籍 

「
朝
鮮
な
ど
の
若
い
女
性
た
ち
を
慰
安
婦
と
し
て
戦
場
に
連
行
し
て
い
ま
す
」 

教
育
出
版 

「
多
く
の
朝
鮮
人
女
性
な
ど
も
、
従
軍
慰
安
婦
と
し
て
戦
地
に
送
り
出
さ
れ
た
」 

（
二
六
一
ペ
ー
ジ
） 

ま
た
、
日
本
書
籍
の
「
女
性
を
慰
安
婦
と
し
て
従
軍
さ
せ
」
（
二
六
四
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
記
述
は
「
不
正
確
」
で
あ 

 
 

 

り
、
慰
安
婦
の
身
分
に
つ
い
て
、
や
は
り
「
誤
解
し
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
不
適
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

清
水
書
院 

「
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
の
女
性
の
な
か
に
は
戦
地
の
慰
安
施
設
で
働
か
さ
れ
た
者
も
あ
っ
た
」 

日
本
書
籍 

「
慰
安
婦
と
し
て
従
軍
さ
せ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
        

 
 

（
二
六
四
ペ
ー
ジ
） 

東
京
書
籍 

「
従
軍
慰
安
婦
と
し
て
強
制
的
に
戦
場
に
送
り
だ
さ
れ
た
若
い
女
性
も
多
数
い
た
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
六
三
ペ
ー
ジ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
六
〇
～
二
六
一
ペ
ー
ジ
） 

五 

 



 

 

六 

 
 

 
 

 
                                                

 
 

 
 

 
 

 

（
二
五
九
ペ
ー
ジ
） 

日
本
文
教
出
版 

「
慰
安
婦
と
し
て
戦
場
の
軍
に
随
行
さ
せ
ら
れ
た
女
性
も
い
た
」 

 
 

 
 

（
二
五
二
ペ
ー
ジ
） 

右
各
社
の
記
述
（
傍
線
部
）
は
「
未
確
定
な
時
事
的
事
象
に
つ
い
て
断
定
的
に
記
述
」
し
た
も
の
と
し
て
明
ら
か
に
不
適

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

右
質
問
す
る
。 


